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応用=三三諾三;至苧情艶ディジタルテレビ,緊急鵠安全運転支援,モバイルコマ【ス･

汀S事業の中で民間市場として期待されていたテレ

マテイクスサービス(自動車用の情報サービス)市場が

本格的に立ち上がり始めた｡携帯電話の普及とテレマ

テイクスサービスの窓口となるナビゲーション端末の普

及に加え,自動車メーカーが,ユーザーとの接点を継

続的に保つ手段としてテレマテイクスに本格的に取り

組み始めた｡

日立製作所は,カーナビゲーション,自動車機器,

通信･コンピュータを統括する情報システム総合メーカ

欝
はじめに

トヨタ自動車株式会社の"MONET”,日産自動車株式会

社の``COMPASSLINK”,本田技研工業株式会社の"inter-

navi”などから始まった自動車用の情報サービス｢テレマテイ

クスサービス+が,市場として本格的に広がる兆しが出てきた1)｡

新サービスの開始に伴って戦略的な異業種提携が進行し,

インターネットに代表される各種情報サービスが自動車対応

のサービスとしてカスタマイズされ,モバイル通信を通じて本

テレマテイクスサービスのコン

セプト

テレマテイクスサービスでは,

携帯電話やディジタル放送を介し

て車内外の情報を交換し,運転者

に対して楽しく､安全なサービス

を提供する｡

注:略語説明

HEO(Hig川yEllipticOrbit)

CAN(ControllerArea

Network)

CDMA(CodeDivision

MultipleAccess;符号分

割多元接続)

lMT-2000(lnte川ational

Mobile Telecommunjca-

tions2000)

-として,テレマテイクスソリューションの提供を推進し

ている｡その第1段階として,日産自動車株式会社が

2002年に開始した統合テレマテイクスサービス｢カーウ

イングス+用のアプリケーションとして,株式会社ザナ

ヴィ･インフォマテイクスを中′むに,ディジタル地図と目

的地までの経路･施設情報などを配信する｢ドライブ

ルートアシスト+を世界で初めて商品化した｡このサー

ビスは,日産自動車株式会社が2002年2月に発表し

た｢新型マーチ+に搭載された｡

格的に自動車と融合し始めている｡2002年2月に,日産自動車

株式会社が統合テレマテイクスサービス｢カーウイングス+を開

始し,トヨタ自動車株式会社も山MONET''に続く新サービス

"G-BOOK''を予定している｡今後,第二世代テレマテイクス

サービスとして,高度ナビゲーション,音楽･動画配信,安全支

援,盗難防止などの分野が大きく拡大するものと予想する｡

日立製作所は,100%子会社である株式会社ザナヴイ･イン

フォマテイクスを中心にカーナビゲーションの高度化を図るとと

もに,目立グループのテレマテイクス事業を取りまとめる組織と

して｢テレマテイクス事業推進センタ+を設立した｡
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ここでは,日立グループのテレマテイクスサービスヘの取り

組みと,世界で初めて商品化した,車載情報端末用の地図･

経路配信サービス｢ドライブルートアシスト+について述べる｡

題日立製作所が考えるテレマテイクスサービス

2.1 サービスコンセプト

車載端末は,単体ナビゲーション中心のものから無線通信

を活用した通信型車載端末CIS(CarInformationSystem)

に進化するものと考える｡CISは,車内ネットワーク(CAN:

Controller Area Network)によって車両制御システム,す

なわちエンジンやトランスミッションの制御といった自動車その

ものの制御と連携する｡また,ディジタル放送や携帯電話な

どによってテレマテイクスセンターに接続され,車の中のさまざ

まな機器が,ネットワークに接続される時代を迎える(11ページ

の図参照)｡

日立製作所は,このようなプラットフォームを想定し,以下の

方針でテレマテイクスサービスの商用化を進めている｡

(1)安全･安心に重点化した魅力あるサービスの開拓(ナビ

ゲーション,交通情報,緊急支援ほか)

(2)株式会社ザナヴイ･インフォマテイクスのナビゲーション製

品2)を核としたテレマテイクスサービスへの展開

(3)音声中心のヒューマンマシンインタフェースの開発

(4)車両の各種情報を生かした新サービスの開拓

2.2 車載情報端末のコンセプト:車載n■端末

テレマテイクスサービスの核となる車載情報端末は,主要な

機能を情報センター側に持つ低価格のオフボード型端末や,

大容量ハードディスクを内蔵し,マルチメディア化を強化した

高機能ハイエンド端末に2極分化して進化するものと予想す

る｡特に,オフボード型端末は,端末の低価格化に加え,常

に最新のセンターシステムにアクセスできるという特徴があり,

広く普及することが期待されている｡日立製作所が目指すオ

フボード型端末である車載IT(情報技術)端末のコンセプトを

図1に示す｡この事哉IT端末の特徴は以下のとおりである｡

(1)通信機能:情報センターとの通信機能(携帯電話,ディジ

タル放送)と,車内に持ち込んだPDA(PersonalDigital

Assistant)や携帯電話と情報交換するための通信機能

(Bluetooth馴ほか)

(2)高度ヒューマンマシン機能:画面表示や音声認識･合成

による運転者用ヒューマンマシンインタフェース

(3)車両情報通信機能:CANによる車両情報の入出力機能

(4)データ蓄積機能:ハードディスクやコンパクトフラッシュメ

モリによる地図,マルチメディア情報の蓄積･再生

※)Bluetoothは,米国BluetoothSIG,Inc.の登録商標である｡
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注:略語説明

CDMA(CodeDivisionMultipleAccess;符号分割多元接続)

lMT-2000(hternationalMobileTelecommunications2000)

GPS(G10balPositioningSystem;全地球測位システム)

USB(UniversalSerialBus)

汀(lnformationTechno10gy)

図1日立製作所が目指す車載n■端末のコンセプト

車載IT端末は,テレマテイクスセンターとの接続によるサービスを前提と

した,低価格のオフボード型端末である｡

日立グループは,株式会社ザナヴイ･インフォマテイクスを中

心にしたナビゲーションの開発部門と,IT･ノウハウを持つ情

報システム部門の連携により,車載IT端末とテレマテイクスシ

ステムの製品化を推進している｡

題
｢ドライブルートアシスト+

3.1ドライブルートアシストの概要

｢ドライブルートアシスト+(DRA:DriveRouteAssist)は,

車載IT端末に最新の地図情報や目的地までのルートといっ

たカーナビゲーション情報を配信する世界初の通信型ナビゲ

ーションサービスである｡車載端末に接続される携帯電話か

らDRA情報センターに接続し,カーナビゲーション情報をやり

取りする｡このため,常に最新の地図や適切な経路誘導情

報を利用することができる｡また,従来のナビゲーション装置

で不可欠であったCD-ROMやDVD-ROMといった大容量

ディスク装置が不要であり,低コストな車載端末でのナビゲー

ションサービスが実現できる｡

3.2 ドライブルートアシストの特徴

DRAは,ヒューマンマシンインタフェースや測位といった車

載端末に不可欠な機能と,高速演算が必要な経路探索や地

図データベース機能を分離し,携帯電話でデータ通信するこ

とによってナビゲーション機能を提供するという,従来のカーナ

ビゲーションとは異なる発想のシステムである(図2参照)｡

DRAの開発にあたっては,現在最も普及しているPDC
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DRA情報センターで計算したナビゲーション情報は.携帯電話を通して

車載lT端末に配信される｡

(PersonalDigitalCellular)方式の通信速度(9,600ビット/s)

で,ユーザーに不自由を感じさせない程度に地図や経路誘

導情報といった通信データ量を抑える必要があった｡そのた

め,データ量がコンパクトな通信フォーマットを採用するとともに,

ダウンロードした情報をコンパクトフラッシュカード(CFカード)

に記録することで通信回数の削減を図っている｡

3.3 ドライブルートアシストで提供するサービス

(1)表示地図配信サービス

表示地図配信サービスは,車載端末のディスプレイなどに

表示する地図データを配信するサービスである｡車載端末で

表示縮尺変更やスクロールといった操作をしたとき,端末側に

地図データが存在しない場合や,車載端末に格納されてい

る地凶データを最新の地図データに更新する場合などに利用

する｡

車載端末に備えたCFカードには,租いレベルの地図をあら

かじめ格納している｡このため,通信環境の悪い地域を走行

中でも,地図データをダウンロードすることなく地Ⅰ対を表示する

ことができる｡これにより,ナビゲーション情報をまったく提供で

きないという最悪の状況を回避することができる｡

(2)経路誘導情報配信サービス

経路誘導情報配信サービスは,出発地点から目的地まで

の推奨経路をDRA情報センターで探索し,推奨経路の詳細

な道路形状や誘導ポイントでの案内情報を配信するサービス

である｡車載端末では,配信された経路誘導情報だけから

経路を案内するので,必ずしも車載端末に地図を持つ必要

はない｡目的地までの誘導を確実にするために,誘導ポイン

トで表示または発話するのに必要な,(a)交差点の位置と誘

導方向,(b)交差点の名称,(c)誘導先の方面名称,(d)

車線情報,(e)交差点の拡大図や高速道路のデフォルメ案

内図などの情報を配信する｡

(3)ランドマーク施設配信サービス

ランドマーク施設配信サービスでは,指定された地点周辺

テレマテイクスサービスの始動と今後の展開
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であらかじめ選択された項目のランドマーク(場所の目印)情

報を配信する｡車載端末では,配信されたランドマークに対

応するイメージを地図に重ねて表示する｡

(4)電話番号検索サービス

電話番号検索サービスは,指定された電話番号を持つ施

設の位置を検索するサービスである｡

(5)周辺施設検索サービス

周辺施設検索サービスは,指定された施設で,かつ所定

地点に最も近い施設位置を検索するサービスである｡施設の

種類や店舗名称を指定することにより,所定地点から最短距

離に位置する施設や店舗のPOI(Point ofInterest)情報を

配信する｡

3.4 車載IT端末

DRAのサービスが提供される車載IT端末を図3に示す｡

この製品は,日産自動車株式会社と株式会社ザナヴイ･イン

フォマテイクスが共同開発したものである｡日産自動車株式

会社が2002年2月に発表した｢新型マーチ+に搭載された｡

これまでのテレマテイクスサービスでは,高価なナビゲーショ

ン端末とアダプタをセットで購入する必要があった｡今回の車

載IT端末は,(1)CD-ROMやDVD-ROMを用いず,(2)コ

ンパクトフラッシュメモリによる情報蓄積,(3)携帯電話イン

タフェース,(4)CANによる車両情報インタフェース,(5)音

声合成･音声認識機能を備えた,1DIN(ドイツ工業規格)サ

イズのテレマテイクス用端末である｡この端末に携帯電話を

ケーブルで接続するだけで,DRA情報センターとの通信がで

きる｡

3.5 ドライブルートアシスト(DRA)情報センターの構成

DRAは,最新の地図情報や目的地までのルートといったカー

ナビゲーション情報を配信するセンターが24時間365日稼動

することで成り立つナビゲーションシステムである｡テレマテイク

スポータルのアプリケーションサービスプロバイダーと位置づ

けられるDRA情報センターも例外ではなく,ポータル同様に

高い信頼性と応答性が要求される｡

¢⑳G∂ 磁 ぢp Gp 転ぷ -■

図3車載IT端末の外観

低価格のテレマテイクス端末であり,CD-ROMやDVD-ROMを使わず.コ

ンパクト フラッシュ メモリを活用している｡携帯電言古を接続することで,

テレマテイクスセンターとの通信を行う｡

Fl
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車載IT端末

DRA

情報センター

図4DRA情報センターのシステム構成

高い信頼性と応答性を保証するために,DRA情報センターのシステムを

負荷分散クラスタ構成とした｡

DRA情幸艮センターのシステム構成を図4に示す｡車載IT

端末では,携帯電話からリモートアクセスサーバに接続し,

カーナビゲーション情報を要求する｡DRA情報センター内の

各棟器を負荷分散クラスタ構成とすることで,1台のサーバの

故障や過負荷ダウンによるシステム停止と,負荷集中を回避

できるようにした｡

また,インターネットの世界では不正アクセスによる顧客情報

漏れが社会問題になっており,セキュリティ対策の重要性が

再認識されている｡インターネットから独立したネットワークで構

成しているDRA情報センターは,さらに二重三重のセキュリ

ティ対策が施せるうえに,不正アクセス防止が図れる｡

膚今後の展開
口立製作所は,テレマテイクスサービスのいっそうの拡人に

向けて,以下の展開を検討中である｡

(1)安全･安心をサポートする新規アプリケーションの開拓:交

通情報サービス,遠隔診断,緊急支援など,車両情報を活

森岡道雄
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用した新アプリケーションの開拓

(2)ドライブルートアシストのいっそうの高度化:データベー

スのストレージ(記憶装置)の大容量化や通信高速化を視野

に入れた,蓄積と通信の連係による使い勝手の向上

(3)ブロードバンドへの対応:IMT-2000に代表される第3世代

ワイヤレス通信や,ディジタル放送を活用した新規アプリケー

ションの開拓

霧
おわりに

ここでは,日立製作所のテレマテイクス事業への取り組みと,

今回製品化した車載IT端末,および車載情報端末用の地

図･経路配信サービス｢ドライブルートアシスト+について述

べた｡

口立製作所は,今後も,株式会社ザナヴイ･インフォマテイク

スとともに,カーナビゲーションとテレマテイクス事業を戦略分

野と位置づけ,総合力を生かした,競争力のあるサービスと

製品の開発に積極的に取り組んでいく考えである｡

終わりに,この論文の執筆にあたっては,日産自動車株式

会社の関係各位からさまざまのご指導とご協力をいただいた｡

ここに深く感謝する次第である｡
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